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二濃虫ねさ‥．と陰恩にあふね

ツ
ア
ル
ト
室
内
管

l
指
揮
「
イ
ド
メ
・

盟
は
あ
ま
り
耳
に
す
る

機
会
が
な

い
よ
い
よ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

生
誕
2
5
0
年
の
年
が
明

け
、
大
阪
で
も
早
々
に
興
味

深
い
企
画
が
登
場
し
た
。
上

演
時
間
3
時
間
以
上
に
も
及

ぶ
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
「
イ
ド

メ
ネ
オ
」
が
、
演
奏
会
形
式

な
が
ら
、
関
西
の
精
鋭
歌
手

を
集
め
て
上
演
さ
れ
た
の
だ

（
9
円
‥
、
大
阪
・
い
ず
み
ホ

ール＝‖写真）。

オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
（
正
歌

劇
）
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー

マ
神
事
や
聖
書
と
い
っ
た
題

材
に
対
す
る
な
じ
み
の
薄
さ

や
上
演
時
間
の
長
さ
か
ら
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
も
の
と
い

え
ど
も
、
こ
れ
ま
で
関
西
で

か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
室
内
管
弦
楽
団

が
、
創
立
3
5
周
年
を
記
念
す

る
第
1
1
5
回
定
期
演
奏
会

の
演
目
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
・
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
こ
の
作

品
を
取
り
上
げ
た
の
は
大
英

断。
結
果
的
に
上
演
は
素
晴
ら

し
い
成
果
を
収
め
た
が
、
成

功
の
大
き
な
鍵
を
握
っ
た
の

が
題
名
役
を
担
っ
た
佃
儀
文

の
好
唱
。
ク
レ
タ
の
王
イ
ド

メ
ネ
オ
の
凛
と
し
た
気
品
や

厳
し
さ
が
随
所
に
漂
う
だ
け

で
な
く
、
そ
の
表
現
は
隅
々

ま
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
濃
や

か
さ
と
陰
影
に
あ
ふ
れ
、
王

子
を
生
け
資
に
さ
さ
げ
ね
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
悩
め
る
父

の
姿
を
も
見
事
に
描
き
出
し

て
感
動
的
。

加
え
て
王
子
イ
ダ
マ
ン
テ

を
濁
じ
た
野
間
直
子
も
、
イ

ダ
マ
ン
テ
を
慕
う
王
女
イ
リ

ア
を
歌
っ
た
石
橋
栄
実
も
実

力
を
遺
憾
な
く
発
揮
。
モ
ー
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ッ
ァ
ル
ト
の
音
楽
に
ん
か
聴

け
な
い
豊
か
な
情
感
に
満
ち

た
清
々
し
さ
や
凛
々
し
さ

を
、
心
行
く
ま
で
堪
能
さ
せ

て
く
れ
た
。
ま
た
津
山
和
代
、

二
塚
直
紀
、
松
本
晃
、
木
川

田
告
な
ど
、
他
の
キ
ャ
ス
ト

も
役
柄
の
贋
を
十
分
に
引
き

出
す
好
演
を
展
開
し
成
功
に

大
き
く
寄
与
し
た
。

門
良
一
指
揮
す
る
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
室
内
管
と
記
念
合
唱

団
も
、
さ
ら
に
引
き
締
ま
っ

た
響
き
や
緊
張
感
が
、
そ
れ

に
ピ
リ
オ
ド
奏
法
に
対
す
る

意
識
が
ほ
し
い
所
も
無
く
は

無
い
が
、
全
体
と
し
て
は
長

丁
場
を
誠
実
、
丁
寧
に
廿
上

げ
、
門
も
こ
の
大
曲
を
手
．
際

よ
く
ま
と
め
上
げ
た
。

し
か
し
何
と
言
っ
て
も
主

腎
等
－
ツ
ァ
ル
ト
。
そ
の

音
楽
に
は
至
る
所
に
天
才
的

閃
き
が
満
ち
て
い
る
。
こ

の
1
年
、
素
晴
ら
も
い
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
に
出
会
え

る
こ
と
を
予
感
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
、
幸
先
の
良
い
演

奏
会
と
な
っ
た
。

（
卑
村
孝
義
＝
大
阪
音
楽
大

学
教
授
・
音
楽
学
）
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